
ＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動車）の各種イベント等での展示について

渡島総合振興局商工労働観光課

（概要）

道では、次世代自動車の道内への導入促進のため、１４振興局に蓄電・給電機能を有す

るＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動車）を公用車として導入し利用するとともに、展

示イベント等を通じて普及啓発を実施しています。

（特徴）

〇 家庭用コンセント（渡島総合振興局車庫内では２００Ｖ電源を整備）から充電でき、

フル充電した場合、ガソリンを使わず電気だけで約６８ｋｍ走行可能

〇 充電した電気を使い切っても、ガソリンでハイブリッド走行が可能

〇 「移動する電源」として、家電製品への電力供給が可能（最大電力１，５００Ｗ）

①フル充電・満タンの場合、バッテリーのみの単純計算で、

蓄電池容量８．８ｋＷｈ÷１，５００Ｗ＝５．８７時間

②バッテリー＋ガソリンエンジンによる発電では、約２日間の給電が可能

（普及啓発用のイベント等での活用）

各市町で開催される様々なお祭り、環境関連イベント、防災訓練等災害時を想定した給

電デモンストレーション等の場を活用して、次世代自動車の普及啓発をしていますので、

ご協力をお願いします。
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